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カーブでのカットオフ値は総ビリルビン値で 1.6 mg/dL 、HVPGで 13 mmHgであ
った。術前に総ビリルビン値が 1.6 mg/dL以上もしくは HVPGが 13mmHg以上を
満たした患者では 術後平均 5.1ヶ月で食道静脈瘤の悪化を認めた。 
【結論】術前総ビリルビン値ないし HVPG高値が術後食道静脈瘤悪化の因子であ
った。総ビリルビン値が 1.6 mg/dL以上もしくは HVPGが 13mmHg以上を満たす
患者では平均悪化までの期間が 5.1ヶ月と短く、内視鏡を含めたより厳重な経
過観察が必要である。 
 
